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実施報告 

概要 

事業名 令和７年度水俣病発生地域間交流事業 

実施日 第 1回交流事業 令和 7年 12月 15日 、 第 2回交流事業 令和 8年 2月 17日 

会場 新潟市立小合東小学校 

参加校 新潟市立小合東小学校 5年生 17人、水俣市立湯出小学校 5、6年生 11人 

 

報告内容 

企画内容 ●新潟県内の小学校と熊本県水俣市内の小学校をリモートで結んで、水俣病・環境問

題への理解を深める学習に取り組み、成果を発表する。 

・授業単元に組み入れて取り組む 

・リモート授業 ２回 

●子供たちがリモートによる授業へ楽しく、積極的に参加してもらうための企画・演

出をすることにより、両校の親交・親睦を深める機会とする。 

 ・高橋なんぐ（新潟お笑い集団ＮＡＭＡＲＡ）によるＭＣ 

 ・クラス全体で出演できる配信環境の設営 

業務内容 ■県内学校との企画、調整 

 ・授業単元計画組立て ・単元進行のサポート 

 ・リモート当日授業案作成サポート 

■熊本県学校との連絡・調整 

 ・授業単元計画の打ち合わせ ・単元進行のサポート 

 ・リモート当日授業（２回）の授業案打ち合わせ 

■リモート授業司会者の派遣、企画打ち合わせ 

■リモート授業配信作業（機材レンタル、配信設定、オペレーション） 

所感 第 1回授業では、お互いの地域の魅力や学校について紹介し合うことで、児童同士が

楽しく顔合わせをすることができた。初めて知る各地域の文化や学校の様子が紹介さ

れ、お互いに興味を示している姿がみられた。高橋なんぐの進行により質問も交わし

ながら楽しく交流を深め、水俣病発生地域という共通点を持つ児童同士、これからの

学習に向け良いスタートを切ることができた。 

第 2回授業では、水俣病について様々な観点から学習した内容が発表され、今も続く

裁判についてなど、難しい問題にも意欲的に取り組んだ様子が見られた。また、水俣

病そのものだけにとどまらず、水と環境についてや、平和学習とも関連付けるなど、

水俣病発生地域の住民としてのよりよい社会づくりへの提言もあり、児童たちが水俣

病から多くのことを学んでいることがわかる充実した発表となった。 

技術面においては、児童が使用するタブレットやロイロノート、司会のスライドや全

体を映すカメラ映像の切り替えを行うことで、授業や全体的な進行も円滑に進めるこ

とができた。またマイクを使った音声のサポートにより、双方の会場は聞き取りやす

い音声と映像の環境を構築することができ、新潟と熊本という 2拠点をより身近に感

じられる空間で授業を行うことができた。 

資料 リモート授業実施内容、写真 
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